
～新型コロナウイルスに負けず、災害を乗り越えよう！～

９月１日は、『防災の日』でした。防災の日がこの日に制定されたのは、

1923年9月1日に大きな被害をもたらした『関東大震災』が由来しています。災

害（地震・台風・豪雨・洪水・津波・高潮など）はいつ、どこで起こるかわかり

ません。つい先日も大型の台風10号による被害は西日本各地に及んでいます。学

校も臨時休校になり、各家庭でも台風に備え色々と準備したところもあると思い

ます。とっさの時に、自分や大切な人を守れるよう準備しておきましょう。

ほけんだより

今年、九州を襲った７月の豪雨の雨量は、アマゾン川３本分の水

量が空から降ってきたのと同じだそうです。ここ数年、何十年に１

度という豪雨が毎年のようにきています。

一方で、全国各地でも地震・火山の噴火・洪水などのニュースを

よく聞きます。九州も2016年に大きな地震がありました。阿蘇山

や桜島なども度々噴火しています。

まだ、被害の爪あとが残る今、災害への注意を持つことが大事か

もしれません。今は、新型コロナウイルスの心配もあります。災害

が起きたら、感染予防に努めながら、

とにかく『命を守る行動』をとりましょう！
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